
外国語エコツアーガイドを
育成する試みも！

里山保全活動団体「遊林会」スタッフ。「滋賀の魅力を発信した
いという想いをお持ちの方が多く参加されていて、勇気づけられ
ました。ツアーガイドを通じ、地域に貢献するのが目標です！ 」

［ラ コリーナ］のスタッフで、この日、講座に参加。「エコツアーの
“自然に学ぶ”というテーマは、弊社の企業理念とも同じ。改め
て滋賀の魅力をもっと多くの人に知ってほしいと思いました」

☎077-528-3460
（滋賀県琵琶湖環境部
琵琶湖保全再生課）

高島トレイル・
トレッキング体験

琵琶湖をはじめとした滋賀県が誇る大自然を、より深く楽しむなら！

その土地を知り、大切にする視点で巡る、「エコツーリズム」の旅に出かけよう。
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近江商人が荷物の運搬等で実際に
利用していた山の道。途中には琵琶
湖と日本海を同時に見渡すことがで
きる絶景ポイントも!

座学などさまざまな講座がある内、実際のツアー体験に参加。歴史ある水郷集落の伊庭町を訪れた
り、琵琶湖に浮かぶ沖島で湖魚尽くしの昼食を満喫したり。［たねや］グループによる自然と共存する
施設［ラ コリーナ］では、自社農園に活用されている琵琶湖の水草堆肥のことを学びました。

河辺いきものの森・
生き物つかみ体験

多くの生き物が暮らす東近江市の
川では、生き物つかみに挑戦。どん
な生き物がすんでいるかを学ぶ。

針江地区・かばた

清らかな湧き水があふれ、「生水の
郷」と呼ばれる高島市新旭町針江。
各家々から水が湧き出す場所“かば
た”と共にある暮らしを案内する。

滋賀県の魅力を海外にも
広く発信すべく、育成講座
を実施。座学から外国人モ
ニターへのガイドまで、実践
を交えた充実の内容に。

エコツアーガイド
育成講座

詳しくはこちら
に、

潜入してきました！

川尻七魅さん山北文子さん

参加者の声

問い合わせ先

滋 賀 が 誇る 4 つ の 魅 力
を体 感！

海津大崎の桜とカヌー

沖島

奥津嶋神社


